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不登校児童生徒に対するオンライン学習支援

フレンドリーオンライン

バーチャル教室 × ダッシュボード

不登校児童生徒支援の充実



熊本市の不登校児童生徒の現状

H29～R1文部科学省 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査

R2～ 熊本市生徒指導状況調査
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●不登校児童生徒の支援について

教室での支援
学級支援員等

別教室での支援
不登校対策サポーター等

心のサポート相談員(小のみ)

学校の授業配信

フレンドリー
(教育支援センター)

※市内に5カ所

フレンドリー
オンライン

ユア・フレンド（大学生による対話）

スクールカウンセラー（心理の専門家）

スクールソーシャルワーカー（福祉の専門家）

フリースクール

教育相談室

総合支援課学校サポート班



セルフタイム
学習アプリ（すらら）を

活用した学習

ムービータイム
動画コンテンツを活用した学習

クリエイティブタイム
創造的な学習活動

ミッションタイム
課題解決型学習

国算タイム
国語・算数の学習

ベーシックタイム
中学校の各教科の
先生による授業配信

わくわく学習
Inspire High(キャリア学習)
GTによる出前授業

心すっきりタイム
SCによる配信







0

50

100

150

200

250

300

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

正式参加者 体験者
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フレンドリーオンライン課題

〇生徒同士のコミュニケーション

〇在籍学校との連携

〇持続可能な体制づくり



フレンドリーオンライン課題→解決策

〇生徒同士のコミュニケーション

〇在籍学校との連携
〇持続可能な体制づくり

バーチャル教室

ダッシュボード





１on１
〇チャット
〇音声
〇ビデオ



NeWork活用状況

ルーム入室
36人

（1553回）
６８人

（1301回）

1on1
15人
（97回）

21人
（２３８回）

小学生 中学生

12/12～12/16 及び 1/12～2/１４



ゲーム

HELP

音ゲー

MUSIC

イラスト

アイドル

しゃべりバ

DANCE

スポーツ

ペット・動物

クッキング

生き物





アンケート項目 ポイント

学習意欲 ３．０

コミュニケーションへの意欲 ２．５

自尊感情 ２．８

バーチャル教室活用前

N＝３５



N＝20



バーチャル教室を使ったことで、

コミュニケーションに対する自信がついた。

そう思う わりとそう思う
あまりそう思わない そう思わない

2.5
/4

バーチャル教室を使ったことで、

コミュニケーションに対する自信がついた。

2.5
/4

N＝20



個々のペースでコミュニケーションを行い社会性
を育む、バーチャル教室での学校生活の模擬体験

学習意欲の向上 自己肯定感の高まり

コミュニケーションへの積極的な姿勢



















情報の共有

児童生徒への適切な支援



不登校児童生徒に対するオンライン学習支援

フレンドリーオンライン

バーチャル教室 × ダッシュボード

不登校児童生徒支援の充実


